
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 

事務局だより 
２０２１年度 

（通算 NO‘１６） 

般社団法人 ２０２１・７・２０ 

般社団法人 

〇 巡回展報告 
  ✼ 和歌山展  ・徳島展 
 

裏面 〇＜特集＞  作品の解説 
〇＜特集＞  作品研究会について 

 
 
 

緊急事態宣言の中、オリンピックが始まりました。ワクチン接種も進

んでいるとは思いますが、感染はおさまる気配がありません。 

このような中ではありますが、巡回展が開催され、終了したところ

から報告が届いています 

 

巡
回
展
は
、
計
画
通
り
、

順
次
開
催
さ
れ
て
お
り

ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
、
コ
ロ
ナ
の

対
応
に
苦
慮
し
な
が
ら

も
皆
様
の
ご
尽
力
で
素

晴
ら
し
い
展
覧
会
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。 

現
在
の
と
こ
ろ
支
部
の

関
係
者
に
つ
い
て
は
、

感
染
の
報
告
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
油
断
せ
ず
、
十

分
な
注
意
を
い
た
し
ま

し
ょ
う 

. 
般

社

団

法

人 

本年の和歌山巡回展はコロナ禍での開催となり ６月２日（水） 
～７日（月）の会期で和歌山県民文化会館ともよく話し合い  
安心・安全への配慮の上 実施を致しました。 
昨今の状況を考え本年は「無料展」として実行する旨の決断をし、お客様を
お迎え致しました。 
幸いにも予定よりやや少なくはありましたが 示現会ファンの方々中心に知
人等が観覧に来られ「久しぶりにゆったりとした良い気分になりました」等 感
謝を告げられ主催者側としては充実した意味の有る素敵な展覧会になった
様に思います。 
また 絵はがき・画集の売上はすべて「コロナ 
医療対策救援金」として 後援の新聞社を 
通じて寄付する事を決め 先日新聞社に 
寄託して参りました。 
最後に 本部役員の方々を始めとしてお 
世話になりました関係各位の皆様に御礼を 
申し上げます。                         

和歌山支部長 中村恵伍） 

何
と
か
巡
回
展
の
開
催
に
至
り
ま
し
た
が 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
医
療
現
場
で
は
医
療
従
事
者

の
方
々
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
が
あ
り 

救
命

活
動
が
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す 

 

我
々
の
出
来
る
事
と
し
て
新
聞
社
の
社
会

事
業
団
が
行
な
っ
て
い
る
医
療
従
事
者
へ
の

寄
付
活
動
を
決
め
ま
し
た
。 

ご
来
場
い
た

だ
い
た
方
々
に 

絵
は
が
き
・
画
集
の
売
上

す
べ
て
を
寄
付
す
る
内
容
の
看
板
を
出
し
て

協
力
を
求
め
た
と
こ
ろ 

今
回
は
絵
は
が
き

４
２
２
枚
・
画
集
１
５
冊
の
ご
協
力
を
得
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

会
期
終
了
後
に 

毎
日
新
聞
社
に
寄
託

を
行
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

和
歌
山
支
部

で
は 

過
去
に
阪
神
淡
路
大
震
災
・
東
日
本

大
震
災
・
熊
本
地
震
災
害
等 

時
々
に
寄
付

を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が 

今
回
も
そ
れ
ら

に
続
く
活
動
と
な
り
ま
す 

 
 

 
 

 
 

２
０
２
１
・６
・
２
４ 

 

和
歌
山
支
部 

事
務
局 

田
中
忠
雄 

第74回示現会巡回徳島展は新型コロナウイルス感染
症禍の中､準備から開催終了時まで､すべてにコロナ
感染を意識し終日注意を払う開催となりました｡例年
なら雨の多い時期ですが､期間中一度も雨に見まわら
れることなく天候に恵まれた開催となりました。 

今回は特に入場を助長する周知はできるだけ避け､支部会員の口コミ
等と増量の招待券の配布により展開しました。 
入り口では大型スタンド型検温器を設置し検温専用の担当者を配備す
るなど特に注意を図りました。 
前回開催よりは､入場者が少し減りましたが､1100 人を超える入場者
があり、開催中各終日にわたり入場者が途切れることな<、落ち着いた
展覧会となりました。 また併設の公募示現会徳島支部交流展も同様
に多<の方にご覧いただきました。                                     

                     徳島支部長 中本森八  
 巡回展の予定 

青森

 

毎日新聞の記事より 

読売新聞の記事より 



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

中
川
澄
子
（
常
務
理
事
） 

 

フ
ラ
ン
ス
南
西
部
の
小
さ

な
街
、
モ
ア
サ
ッ
ク
の
サ
ン
・

ピ
エ
ー
ル
修
道
院
に
は
、私
が

魅
せ
ら
れ
た
素
晴
ら
し
い
回

廊
、
数
々
の
彫
刻
が
千
年
の

刻
を
越
え
て
存
在
し
感
動
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。 

作
品
は 

巨
大
な
正
面
入

り
口
の
内
部
よ
り
中
央
柱
に

刻
ま
れ
た
聖
パ
ウ
ロ
像
と
、

入
口
外
部
壁
面
に
刻
ま
れ
た

動
的
で
寓
話
的
レ
リ
ー
フ
像

の
数
々
を
同
一
画
面
に
、
外

光
を
入
れ
て 

描
き
良
い
と

思
い
ま
し
た
。 

実
際
の
聖
パ

ウ
ロ
像
は
か
な
り
柱
の
上
方

に
刻
ま
れ
て
ま
す
の
で
画
面

構
成
し
ま
し
た
。 

構
図
の
難
し
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。 

       

徳
田
則
子
（
理
事
） 

 

子
供
の
頃
、
人
形
に
囲
ま
れ
て
い
た
私
が
、
絵

を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
時
そ
れ
ら
は
自
然
と
モ

チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
っ
た
。 

大
人
に
な
っ
て
ア
ン

チ
ッ
ク
ド
ー
ル
に
あ
こ
が
れ
、 

粘
土
か
ら
型
取
り

を
す
る
ビ
ス
ク
ド
ー
ル
を
何
体
か
作
っ
た
り
し

た
。 

や
が
て
周
り
の
要
望
も
あ
り
人
形
に
オ
ル

ゴ
ー
ル
を
つ
け
た
太
鼓
を
叩
く
も
の
、
バ
イ
オ
リ

ン
を
弾
く
人
形
、
そ
の
他
陶
器
の
バ
レ
エ
人
形
等

楽
し
い
仕
事
で
あ
っ
た 

。
そ
の
頃
か
ら
友
人
、
知

人
が
海
外
の
お
土
産
に
、 

色
々
な
人
形
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

小
熊
を

抱
え
た
ド
イ
ツ
の
少
女
、 

ス
ペ
イ
ン
の
大
き
な
帽

子
の
少
女
、
中
国
の
平
ら
な
布
製
の
人
形
、 

パ
リ

で
求
め
た
箒
に
ま
た
が
っ
た
魔
女
が
２
体
、 

私

が
プ
ラ
ハ
で
求
め
た
ビ
ー
ズ
で
飾
ら
れ
た
人
形

は 

沢
山
の
人
形
の
中
で
問
い
か
け
る
よ
う
な
眼

差
し
の
人
形
を
選
ん
だ
思
い
出
が
あ
る
。 

こ
れ

ら
の
人
形
は
皆
の
思
い
出
と
共
に
今
も
モ
チ
ー

フ
と
な
っ
て
い
る
。 

武 

敏
夫
（
理
事
） 

 

最
後
の
峠
を
越
え
る
と
、

あ
と
は
長
い
下
り
の
山
道
、

久
々
に
取
れ
た
休
暇
の
一

日
、
前
夜
の
夜
行
列
車
の
睡

眠
不
足
も
下
り
の
獣
道
で
は

忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
。 

足
に

纏
わ
り
つ
く
熊
笹
が
、
今
年

は
腰
ま
で
伸
び
て
山
菜
採
り

に
農
家
の
人
た
ち
も
、
こ
の

山
奥
ま
で
に
は
近
頃
は
来
な

い
。 

時
折
足
元
か
ら
飛
び
立

つ
山
鳥
に
驚
か
さ
れ
な
が

ら
、
人
一
人
会
わ
な
い
自
然

の
素
晴
ら
し
さ
を
満
喫
し
、

小
鳥
の
囀
り
も
遠
の
き
薄
ら

暗
い
樹
林
の
中
を
暫
し
足
を

運
ん
だ
。
湿
度
の
高
い
見
通

し
の
悪
い
こ
の
手
の
道
は
苦

手
で
見
通
し
も
悪
く
、
何
度

歩
い
て
い
て
も
好
き
に
な
ら

な
い
。
最
後
の
樹
林
を
抜
け

る
と
、
元
の
日
差
し
が
戻
っ
て

き
て
背
中
に
薄
ら
日
の
森
、

そ
し
て
前
は
優
し
い
日
差
し

の
美
し
い
山
々
、
朝
か
ら
登

り
の
急
登
、
絶
壁
の
続
く
蟻

の
瀬
渡
り
、
長
い
尾
根
道
と

続
い
た
登
山
道
に
と
、
大
自

然
に
囲
ま
れ
た
一
日
で
し

た
。 

７４回展で出品された役員の作品

を作家自身の解説で事務局だより
の NO6,7,8 の３回に分けて特集とし
て掲載しました 
それぞれがどのように作品として
制作に取り組んだのが良くわかる
のではないでしょうか 
これらの作品は巡回展でも見るこ
とができます 
 

佐
藤
祐
治
（
常
務
理
事
） 

 

ロ
ー
マ
か
ら
直
線
距
離
に

し
て
約
１
０
０
㎞
、
ト
ス
カ
ー

ナ
州
の
南
部
に
今
回
の
作
品

の
場
所
と
な
る
ピ
テ
ィ
リ
ア

ー
ノ
が
あ
る
。 

岩
の
上
に
そ
び
え
た
ち
、

「
凝
灰
岩
の
文
明
」
と
い
わ
れ

る
街
の
歴
史
は
古
く
、
紀
元

前
の
青
銅
器
時
代
か
ら
人
々

が
居
住
し
始
め
、
新
石
器
時

代
の
人
の
足
跡
の
残
る
街
と

し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。 

取
材
に
つ
い
て
は
前
も
っ

て
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
て
は
行

く
が
、
実
際
そ
の
場
に
立
つ

と
、
迫
力
と
、
人
々
の
歴
史
が

感
じ
ら
れ
、
そ
の
た
た
ず
ま

い
に
息
を
の
む
。 

今
回
の
作
品
は
前
回
７
２

回
展
に
出
品
し
た
場
所
か
ら

右
側
に
移
動
し
た
と
こ
ろ
か

ら
見
た
構
図
と
な
る
。 

制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
先
ず

キ
ャ
ン
バ
ス
に
暖
色
系
で
三

度
下
塗
り
を
す
る
。
絵
の
具

は
ダ
ン
マ
ル
樹
脂
を
混
ぜ
た

オ
イ
ル
を
使
い
薄
塗
り
で
何

度
も
塗
り
重
ね
色
合
い
を
整

え
て
い
く
。
長
い
歴
史
に
刻

ま
れ
た
石
の
重
み
の
表
現
に

苦
心
し
ま
し
た
。 

ロマネスク回想 

皆さんからの一言を募集中です。自粛生活のこと、絵のこと、地域の様子など、お知らせください。 
メール先 佐藤祐治宛 1941sato@gmail.com  
なお、示現会のホームページの「メールでのお問い合わせ」でも投稿できます 

土
田
恒
夫
（
理
事
） 

 

今
回
、
示
現
会
展
に
「
桜
咲

く
」
と
い
う
画
題
で 

出
品
し

た
不
忍
池
の
絵
は
、
私
の
小

学
生
の
頃
か
ら
ず
っ
と
親
し

ん
で
き
た
場
所
な
の
で
、
い
つ

か
描
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。 

そ
し
て
、こ
の
度
描
い

て
い
る
う
ち
に
当
時
の
こ
と

が
走
馬
灯
の
よ
う
に
よ
み
が

え
っ
て
き
ま
し
た
。 

私
は
当

時
日
暮
里
に
住
ん
で
い
て
小

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し

た
の
で
不
忍
池
は
友
人
達
と

ち
ょ
っ
と
足
を
延
ば
し
て
い

く
贅
沢
な
遊
び
場
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。 

又
お
花
見
の
時

期
に
は
自
宅
か
ら
歩
い
て 

桜
咲
く
谷
中
の
墓
地
の
五
重

塔 

（
今
は
火
事
で
な
く
な
っ

て
お
り
ま
す
が 

）を
眺
め
な

が
ら 

上
野
の
不
忍
池
ま
で

花
見
に
よ
く
行
っ
て
い
ま
し

た
。 

そ
ん
な
昔
の
こ
と
を
思

い
出
し
な
が
ら
描
い
て
み
ま

し
た
。 

三
杉
和
子
（
監
事
） 

 

桜
樹
の
魅
力
に
と
り
つ
か

れ
て
二
十
年
。 

花
の
咲
く
桜
で
は
な
く
、

冬
の
厳
し
さ
に
耐
え
る
老
樹

が
良
い
。 

春
に
向
け
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
溜
め
、
寒
風
に
立
つ
。 

し

か
し
枝
は
自
由
な
形
に
広
が

り
、
空
間
を
謳
歌
し
て
い
る

姿
。
私
の
好
き
な
樹
形
。 

こ
の
絵
の
桜
樹
は
山
梨
で

取
材
し
た
。 

出
会
い
に
感
謝

し
、
泊
ま
り
込
み
で
ス
ケ
ッ
チ

し
、
思
い
出
深
い
樹
と
な
っ

た
。 

 

周
囲
の
風
景
と
共
に
私

の
心
象
を
表
す
。 

薄ら日の森 

調べ 

崖の村 

桜咲く（不忍の池） 

 

７月の研究会は６８名が参加し、成

田理事長始め、井上、中川、佐藤、

錦織の各常務理事が講師としてそ

れぞれの作品を講評しました 

８月の研究会は前回と同じリモート

になります。８月９日（月）が締め切

りです 

＜ お願い ＞           
〇 作品の説明は出来るだけ短く

簡潔にお願いします 

〇 日展に出品されます方はその

旨お知らせください 

〇 日展に出品される方は出来る

だけ、９月の作品研究会にも参

加ください 

（９月の締め切り ９月１３日） 

冬麗 

、 

「事務局だより」
№７で、作品解
説をしてくださ
いました、「大渕
繁樹」理事の名
前が「大淵」とな
っていました。お
詫びして訂正し
ます。 


